作曲家「ドビュッシー」、音楽と美術

　「クロード・ドビュッシー」（1862～1918）は、19世紀末から20世紀初頭にかけて活躍したフランスの代表的な象徴派の作曲家である。

　彼の生誕150周年を記念して「ドビュッシー、音楽と美術―印象派と象徴派のあいだで」展が、東京・京橋の「ブリヂストン美術館」で開催されている。

　今回は、フランスの「オルセー美術館」「オランジュリー美術館」との共同企画で、「ブリヂストン美術館」などが収集した作品を含めておよそ「150点」もの作品が展示されている。そして、展覧会の焦点は、「ドビュッシー」を取り巻く19世紀末の芸術創造の精華である絵画、彫刻、工芸作品、愛蔵品や直筆の手紙、写真などである。

　「ドビュッシー」が活躍した時代のフランスでは、音楽、美術、舞台、文学などジャンルを超えた交流によって、芸術家たちが共同で創作活動を行うことがあったという。

　さらに、彼は日本美術にも大きな関心を寄せて浮世絵などを収集し、1905年に上梓された交響詩「海」のスコアの表紙に「葛飾北斎」の風景画である「冨嶽三十六景　神奈川沖裏」のイメージを使用したことで知られている。
　

　展覧会のポスターに使われている絵画は、「ルノアール」作の「ピアノに向うイヴォンヌとクリスティーヌ・ルロール」（オランジュリー美術館蔵）で、ルロール家の二人の娘たちのピアノ練習の様子が描かれたものであるが、背景には同家が所蔵していた「ドガ」の作品「２点」が飾られている珍しいものである。
東京支部　　岩田　博俊
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